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学 位 論 文 の 内 容 の 要 旨 
 
（ 氏  名 ：    福田 延昭   ）  印 
 
（学位論文のタイトル） 
Prolonged Vortex Formation during the Ejection Period in the Left Ventricle with Low  
Ejection Fraction - A Study by Vector Flow Mapping - 
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VTReは、健常群よりも低心機能群で有意に高値であった (0.53±0.24 vs 0.12±0.07, p<0.001)。また、
VTReと各エコー指標を比較してみるとVTReは、 EDV (rho=0.672, p<0.001)と ESV (rho=0.772, 
p<0.001)と中等度の正の相関を示し、 E/e’ (rho=0.330, p=0.003) と LAd (rho=0.302, p=0.007)とは弱い
正の相関を示した。 さらにVTReは EF (rho=-0.783, p<0.001)と最も強い負の相関を示し、SV (rho=-
0.600, p<0.001), s' (rho=-0.512, p<0.001), e’(rho=-0.389, p<0.001)とa’ (rho=-0.314, p=0.005)とも負の相関を
示した。しかし、VTReはE波と A波の流速とは相関がみられなかった (それぞれ r=0.056, p=NS ; 
r=-0.078, p=NS)。VTReは、心臓の収縮能と拡張能が低下するほど高値となった。しかし、比較的弱









                                                                                
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
